
区　分 結果 番　号 議　　　件　　　名　　　等 継続審査・調査

議　
　
　
　
　

案

条例改正
◎ 議 案 第 5 9 号 地方税法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

◎ 議 案 第 6 0 号 七飯町国民健康保険税条例の一部改正について

その他

◎ 議 案 第 6 1 号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について〔七飯町大沼国際セミナーハウス・七飯町大
沼森林公園〕

◎ 議 案 第 6 2 号 七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について〔七飯町精神障害者通所授産施設（ぽぽろ館）〕

○ 議 案 第 6 3 号 防災行政無線整備等事業業務委託契約について

補正予算

◎ 議 案 第 6 4 号 令和２年度七飯町一般会計補正予算（第８号）

◎ 議 案 第 6 5 号 令和２年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

◎ 議 案 第 6 6 号 令和２年度七飯町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

◎ 議 案 第 6 7 号 令和２年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第２号）

◎ 議 案 第 6 8 号 令和２年度七飯町水道事業会計補正予算（第３号）

◎ 議 案 第 6 9 号 令和２年度七飯町下水道事業会計補正予算（第１号）

意見書等
◎ 発議案第11号 特別委員会設置に関する決議〔第５次七飯町総合計画に関する調査特別委員会〕

◎ 発議案第12号 不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書

そ　の　他

報告済 各常任委員会報告〔経済産業常任委員会、総務財政常任委員会〕

報告済 特別委員会報告〔議会活性化特別委員会中間報告〕

報告済 出納検査報告

承　認 閉会中の委員会活動の承認について
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令和２年
第４回定例会
　令和２年第４回定例会は、１２月８日に招集され、会期
を１０日までの３日間と決め、開催されました。
　防災行政無線整備等事業業務委託契約をはじめ、令和２
年度一般会計補正予算など議案１１件を審議しました。
　一般質問では５人の議員が質問に立ち、町政に対する理
事者の考えを質したほか、各常任委員会より所管事務調査

の報告書、議会活性化特別委員会より中間報告書の提出が
ありました。
　また、議員提出議案として、第５次七飯町総合計画に関
する調査特別委員会設置に関する決議、国や関係機関へ要
請する意見書１件について審議し、いずれも原案のとおり
可決されました。

主
な
内
容

審議結果

◎＝全員一致で可決　○＝賛成多数で可決　●＝賛成少数で否決　×＝賛成なしで否決

◇審議して決まったこと………………………………P.20
◇監査報告………………………………………………P.21
◇一般質問………………………………………………P.21
◇経済産業常任委員会報告……………………………P.24

◇総務財政常任委員会報告……………………………P.25
◇議員出席状況…………………………………………P.25
◇議会活性化特別委員会中間報告……………………P.26

防災行政無線がデジタル化、町内全域に整備
－ 防災行政無線整備等事業業務委託契約を可決 －

七 飯 町

212
令和３年２月
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審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

監
査
報
告

一
般
質
問

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
議
案
の
審
議
結
果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
関
す
る
補
正
予
算

そ
の
他
の
議
案
の

審
議
結
果

事 業 の 概 要 補 正 額

公共施設等での予防対策を進めるため、事務室、
応接等にアクリルパーティションを設置、来客
の多い公共施設の玄関などに非接触型体温計、
自動手指消毒器を設置

9,917

「新しい生活様式」や「新北海道スタイル」に
対応した働き方の選択肢を増やすため、テレ
ワーク用パソコンを購入

6,600

介護施設等でのクラスター発生を未然に防ぐた
め、新たに介護施設等へ入所・入居する方への
ＰＣＲ検査を実施

1,600

商工会が実施する三密の解消や飛沫感染防止に
係る店舗等の改修、設置備品の購入に要する費
用を助成する事業を支援

12,600

小学校に消毒液、教科書ドリル、大型スクリー
ン、マグネットスクリーン、教師用デジタル教
科書、加湿機能付き空気清浄器等の購入

17,954

中学校に消毒液、大型スクリーン、マグネット
スクリーン、加湿機能付き空気清浄器等の購入 9,227

第５回臨時会で可決した新型コロナウイルス感染症対策事業
（単位：千円）

る
た
め
の
条
例
改
正

　

公
布
の
日
、
令
和
３
年
４
月

１
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
施
行

　

12
月
22
日

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
追
加
、
決
算
見
込
み

等
に
よ
る
減
額
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
減

額
に
よ
る
補
正

監　査　報　告
例月出納検査

　一般会計、各特別会計、各企業会計、歳入歳出外会計及び各
基金に係る現金、預金等の出納保管状況を次のとおり検査した。
　　　令和２年８月分：９月25日、28日、29日、30日
　　　令和２年９月分：10月26日、27日、28日、29日
　　　令和２年10月分：11月25日、26日、27日

検 査 結 果
　現金、預金等の金額並びに提出された収支計算書その他の
資料に記載された金額は、いずれも関係帳簿等の金額と一致
し、計数上の誤りは認められなかった。

監査委員　　　　
永　田　英　利
神　﨑　和　枝

昨
年
４
月
19
日
、
東
京
都

豊
島
区
池
袋
の
路
上
で
高

齢
者
の
運
転
す
る
乗
用
車
が
暴

走
し
、
自
転
車
の
母
子
を
死
亡

さ
せ
た
他
に
９
人
も
の
方
々
に

重
軽
傷
を
負
わ
せ
た
事
故
は
、

ま
さ
に
現
代
社
会
を
象
徴
す
る

よ
う
な
事
故
で
、
こ
の
事
故
以

降
免
許
返
納
者
が
増
加
し
た
。

　

町
長
の
施
政
方
針
で
は
、
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
交
通
手

段
と
し
て
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
い

わ
ゆ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
に
言
及

し
た
こ
と
は
何
度
も
あ
り
、
よ

う
や
く
一
昨
年
庁
内
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
現
段
階
で
決
定
し
て
い
る
内

容
に
つ
い
て

②
実
証
実
験
に
つ
い
て

③
今
後
の
進
め
方
・
工
程
は
。

④
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
形
態

を
目
指
し
、
ま
た
、
利
用
率

を
上
げ
る
た
め
の
方
策
は
。

⑤
検
討
を
進
め
た
上
で
、
必
ず

実
施
す
る
の
か
。

【
政
策
推
進
課
長
】

①
現
段
階
の
検
討
経
過
と

し
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
３
つ
の
実
施
案
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。

②
こ
の
冬
に
実
証
運
行
を
目
指

し
て
来
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
、
正
確
な
デ
ー
タ
の
収

集
は
難
し
い
と
考
え
、
最
適
な

実
施
時
期
を
見
極
め
て
い
る
。

③
今
年
度
中
に
法
定
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
議
論
を
開
始
す
る

た
め
、
本
定
例
会
に
補
正
予
算

を
提
案
す
る
。

④
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の
運
行
を

検
討
し
て
お
り
、
法
定
協
議
会

で
の
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
総
務
部
長
】

④
利
用
者
の
意
見
を
踏
ま

え
改
良
を
し
、
よ
り
使
い
や
す

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

⑤
足
の
確
保
が
必
要
と
い
う
町

民
の
ニ
ー
ズ
も
あ
る
の
で
、
早

急
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

本
町
地
域
セ
ン
タ
ー
建
て

替
え
計
画
と
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
や
町
民
プ
ー
ル
、
図
書

館
な
ど
他
施
設
の
合
築
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

①
民
間
主
導
（
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｐ

Ｐ
方
式
）
で
基
本
計
画
を
立
案

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
町
の
考
え
方
は
、
補
助
金
の

高
い
も
の
を
中
心
に
計
画
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
本
当
に
街

の
活
性
化
に
繋
が
り
、
町
内
民

間
事
業
者
が
そ
こ
で
事
業
を
行

う
考
え
で
建
設
す
る
施
設
や
、

町
民
が
憩
え
る
利
用
し
や
す
い

施
設
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
書
店

な
ど
を
取
り
込
ん
で
成
功
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
、
前
も
っ

て
事
業
展
開
希
望
者
を
募
っ
た

上
で
、
そ
の
方
達
に
検
討
し
て

貰
う
考
え
は
な
い
か
。

③
熱
源
に
関
し
、文
化
セ
ン
タ
ー

や
新
施
設
と
役
場
周
辺
施
設

等
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
木
質

系
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
熱
供

給
を
行
い
、必
要
な
木
質
チ
ッ
プ

を
町
内
で
供
給
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
し
、雇
用
や
事
業
の
創

出
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
副
町
長
】

①
民
間
主
導
で
事
業
を
行

う
と
国
の
補
助
や
交
付
金
の
対

象
外
と
な
る
の
で
、
町
が
立
地

適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
事
業

を
行
う
方
が
最
も
有
利
な
も
の

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

方
式
は
町
に
と
っ
て
利
点
が
少

な
い
と
思
わ
れ
る
。

②
町
財
政
が
厳
し
い
折
、
補
助

金
額
が
多
く
な
る
方
向
で
進
め

て
い
る
。
『
七
飯
町
立
地
適
正

化
計
画
』
を
立
案
中
で
あ
り
、

そ
の
中
で
施
設
の
建
設
地
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
熱
供
給
を
ま
と
め
る
考
え
方

は
理
解
で
き
る
が
、
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

町
内
で
実
施
計
画
を
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
く

平
　
松
　
俊
　
一
　
議 

員

補
正
予
算

令
和
２
年

第
５
回

臨
時
会

　一般質問の原稿は、質問者が要約して掲載しています。
　なお、詳細な質疑や答弁については会議録をご覧くだ
さい。
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令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

◆
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
３
本
の
条
例
の
延
滞
金
特

例
割
合
に
係
る
文
言
の
改
正

令
和
３
年
１
月
１
日
施
行

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判

定
所
得
の
基
準
に
つ
い
て
、
基

礎
控
除
額
相
当
分
の
基
準
額
を

引
き
上
げ
る
等
の
改
正

令
和
３
年
１
月
１
日
施
行

◆
防
災
行
政
無
線
整
備
等
事
業

業
務
委
託
契
約

　

同
報
系
防
災
行
政
無
線
シ
ス

テ
ム
の
整
備
、親
局
、遠
隔
制
御

装
置
、屋
外
子
局
、戸
別
受
信
機
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
整
備

▽
契
約
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

６
億
８
千
334
万
２
千
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一
番

町
一
丁
目
９
番
１
号

　

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
・
デ
ー
タ
東
北

◆
七
飯
町
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

本
町
上
台
団
地
・
桜
Ｂ
団
地

長
寿
命
化
改
修
工
事
等
の
追
加
、

決
算
見
込
み
等
に
よ
る
追
加
及

び
減
額
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
改

修
、
人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件

費
の
追
加
等
に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
追
加
に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
各
種

利
用
者
増
減
及
び
地
域
支
援
事

業
の
利
用
者
の
増
に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

人
事
異
動
等
に
伴
う
減
額
及

び
取
水
浄
水
施
設
動
力
費
の
増

に
よ
る
補
正

◆
令
和
２
年
度
七
飯
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

人
事
異
動
等
に
伴
う
減
額
に

よ
る
補
正

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承
認

◆
議
員
提
出
議
案
と
し
て
特
別

委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
決

議
を
可
決
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見

書
１
件
を
可
決
し
、
要
望
事
項

と
し
て
各
関
係
機
関
及
び
各
関

係
大
臣
に
送
付
し
た
。

◎
不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
の

拡
大
を
求
め
る
意
見
書

　

11
月
24
日

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

令
和
２
年
人
事
院
勧
告
に
伴

い
職
員
の
期
末
手
当
を
減
額
す

条
例
改
正

条
例
改
正

補
正
予
算

そ

の

他

そ

の

他

会　　計　　名 補 正 前 補 正 額 計

一般会計（第８号） 16,073,584 183,950 16,257,534

一般会計（第９号） 16,257,534 △56,731 16,200,803

国民健康保険特別会計
（第３号） 3,331,355 21,826 3,353,181

後期高齢者医療特別会計
（第２号） 439,242 3,511 442,753

介護保険特別会計（第２号）
（保険事業勘定） 2,918,948 26,834 2,945,782

水道事業会計（第３号）
（収益的支出） 452,905 1,200 454,105

水道事業会計
（第４号）

収益的収入 521,405 △1,171 520,234

収益的支出 454,105 △55 454,050

下水道事業会計（第１号）
（収益的支出） 745,000 △750 744,250

公の施設に係る指定管理者の指定について、次のとおり可決しました。

公の施設の名称 ①七飯町大沼国際セミナーハウス
②七飯町大沼森林公園

七飯町精神障害者通所授産施設
（ぽぽろ館）

公の施設の位置 亀田郡七飯町字大沼町１２７番地１ 亀田郡七飯町鳴川５丁目３４８番地３

指定管理者となる
べき団体の住所、
名称及び代表者

亀田郡七飯町字大沼町１２７番地１
一般財団法人北海道大沼国際交流
協会　理事長　中宮　安一

亀田郡七飯町字中野２１０番地１
社会福祉法人ななえ福祉会
理事長　馬場　修一

指定管理期間 令和３年４月１日から令和６年３月３１日まで

第４回定例会、第５回臨時会で可決した補正予算
（単位：千円）

発
議
案（
意
見
書
）

発
議
案
（
決
議
）

令
和
２
年

第
４
回

臨
時
会

右／今後設置予定
の屋外拡声器

下／新たな戸別受
　　信機

第５次七飯町総合計画に関する
調査特別委員会を設置

　第５次七飯町総合計画後期基本
計画に関する調査を行うため、議
長を除く全員で構成する特別委員
会を設置しました。調査が終了す
るまで閉会中も継続して調査を行
います。

◎委 員 長　田村敏郎
〇副委員長　稲垣明美
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一 般 質 問

一
般
質
問

道
の
駅
な
な
い
ろ
・
な
な
え
の

　
　
　

隣
接
地
に
建
設
予
定
の
「
温
浴
施
設
」
に
つ
い
て

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　

当
初
よ
り
１
年
程
度
ず
れ
込
む
見
込
み

若
　
山
　
雅
　
行
　
議 

員

道
の
駅
の
隣
接
地
に
建
設

予
定
の
「
温
浴
施
設
」
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
企
業
誘
致
の
発
端
は
。

②
民
間
企
業
の
正
式
名
称
及
び 

関
連
企
業
の
名
称
は
。

③
遅
れ
て
い
る
理
由
は
。

④
道
の
駅
と
の
連
携
は
。

⑤
連
絡
通
路
等
の
負
担
は
。

【
経
済
部
長
】

①
民
間
企
業
の
方
か
ら
宿

泊
施
設
を
建
設
し
た
い
の
で
七

飯
町
の
ど
こ
か
に
用
地
は
な
い

か
と
の
話
を
受
け
た
の
が
発
端
。

②
計
画
し
て
い
る
民
間
企
業
の

正
式
名
称
は
、
農
地
所
有
適
格

法
人
で
あ
る
「
合
同
会
社
ヱ

ル
・
フ
ァ
ー
ム
」
で
、
関
連
企

業
は
母
体
の
「
ヱ
ル
電
株
式
会

社
」
。
現
段
階
で
は
、
運
営
等

は
同
じ
法
人
で
近
隣
の
農
業
者

に
も
協
力
を
依
頼
し
な
が
ら

「
合
同
会
社
ヱ
ル
・
フ
ァ
ー

ム
」
の
職
員
が
在
住
し
対
応
す

る
と
伺
っ
て
い
る
。

③
遅
れ
て
い
る
理
由
は
、
温
泉

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
の
経
費
に
対

す
る
北
海
道
の
補
助
金
制
度
に

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援
事

業
（
地
熱
井
掘
削
支
援
）
」
が

あ
り
５
月
に
補
助
事
業
計
画
書

を
提
出
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
通
常

時
よ
り
も
１
カ
月
半
程
度
遅
れ
、

８
月
下
旬
に
事
業
承
認
を
受
け
、

そ
の
後
９
月
に
補
助
金
交
付
申

請
書
を
提
出
、
10
月
中
旬
に
交

付
決
定
通
知
書
を
受
領
と
な
り
、

そ
の
後
着
手
と
い
う
こ
と
か
ら
、

当
初
の
見
込
よ
り
５
カ
月
程
遅

れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
。
ま
た
、

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
が
進
行
し
て
お
り
、

そ
の
対
策
も
必
要
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い

た
温
浴
施
設
内
容
に
つ
い
て
再

検
討
を
行
う
と
の
話
も
聞
い
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
当
初

（
令
和
３
年
４
月
施
設
開
業
予

定
）
よ
り
１
年
程
度
ず
れ
込
む

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

伺
っ
て
い
る
。

④
道
の
駅
エ
リ
ア
と
し
て
答
弁

す
る
が
、
既
に
男
爵
ラ
ウ
ン
ジ

に
今
年
作
付
し
、
収
穫
さ
れ
た

じ
ゃ
が
い
も
を
購
入
い
た
だ
き
、

利
用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
農

園
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
が
道

の
駅
エ
リ
ア
内
で
の
利
用
が
期

待
さ
れ
、
ま
た
、
自
然
災
害
等

発
生
時
に
お
い
て
は
一
時
避
難

施
設
と
し
、
道
の
駅
と
連
携
し

協
力
し
て
い
き
た
い
と
の
話
も

い
た
だ
い
て
い
る
。

⑤
連
絡
通
路
は
、
お
客
様
の
利

便
性
向
上
を
目
的
と
し
、
町
道

峠
下
２
号
線
は
、
温
浴
施
設
が

事
業
展
開
し
た
際
に
交
通
量
が

増
加
し
車
両
の
通
行
安
全
確
保

を
目
的
と
し
て
本
年
度
予
算
計

上
し
た
。
こ
の
経
費
は
、
町
の

負
担
と
な
る
が
、
国
及
び
道
の

交
付
金
等
の
特
定
財
源
の
確
保

に
努
め
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

熊
を
目
撃
等
し
た
場
合
に

は
何
処
に
通
報
す
る
の
が

最
も
良
い
方
法
か
。

【
環
境
生
活
課
長
】

役
場
の
方
に
一
報
し
て
貰

う
と
非
常
に
助
か
る
。
守
衛
の

所
に
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
連
絡
票

（
何
時
・
何
分
、
誰
か
ら
の
連

絡
か
等
を
引
き
継
げ
る
も
の
）

を
設
置
、
夜
間
で
も
携
帯
で
担

当
に
連
絡
し
、
そ
こ
か
ら
す
ぐ

出
動
す
る
形
も
と
れ
る
の
で
、

役
場
の
方
に
連
絡
し
て
も
ら
う

の
が
一
番
よ
い
か
と
思
う
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

「
『
道
の
駅
な
な
い
ろ
・
な
な

え
』
の
運
営
等
に
つ
い
て
」
、

「
民
間
企
業
の
財
務
情
報
等
を

公
表
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
、

「
税
金
等
の
『
特
別
徴
収
』
制

度
に
つ
い
て
」
、
「
『
認
知
症

の
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
』
の
制
定
に
つ
い
て
」

町
は
、
先
般
町
民
に
対
し

「
立
地
適
正
化
計
画
」
の

説
明
会
を
開
催
し
、
令
和
３
年

３
月
に
は
計
画
を
決
定
し
、
公

表
に
向
け
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
今
後
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
更
に
進
む
と
、

生
活
を
支
え
る
上
下
水
道
や
道

路
な
ど
の
公
共
施
設
や
生
活

サ
ー
ビ
ス
施
設
、
公
共
交
通
の

維
持
が
困
難
と
な
る
事
が
予
想

さ
れ
る
た
め
と
し
て
い
る
。

　

対
象
と
な
る
の
が
本
町
地
区
、

大
中
山
地
区
の
市
街
化
区
域
で
、

都
市
機
能
誘
導
地
域
は
居
住
誘

導
区
域
内
の
う
ち
徒
歩
圏
600
㍍

を
設
定
す
る
な
ど
し
て
い
る
が
、

そ
の
為
に
新
た
な
規
制
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
町
民
生

活
に
支
障
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
。
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
こ
の
計
画
を

ど
う
す
る
の
か
町
長
の
所
見
を

伺
い
た
い
。

【
都
市
住
宅
課
長
】

懸
念
事
項
で
あ
る
老
朽

化
の
著
し
い
公
共
施
設
の
集
約

な
ど
を
考
慮
し
た
施
設
改
築
な

ど
を
視
野
に
入
れ
、
利
便
性
の

良
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
を
し
た
い
。

【
再
質
問
】

大
沼
、
藤
城
、
峠
下
地
区

な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま

ち
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
と
思

う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】

市
街
化
区
域
以
外
の
区
域

も
活
性
化
で
き
る
よ
う
な
、
例

え
ば
農
村
活
性
化
計
画
あ
る
い

は
観
光
地
活
性
化
計
画
の
様
な

町
の
活
性
化
が
で
き
る
制
度
を

創
る
よ
う
国
、
道
に
訴
え
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
昆
布
館
の

撤
退
は
峠
下
地
区
は
も
と

よ
り
、
七
飯
町
に
と
っ
て
も
大

き
な
痛
手
と
な
っ
た
が
、
一
方

で
は
峠
下
地
区
に
ラ
ッ
キ
ー
ピ

エ
ロ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
道
の

駅
、
ザ
・
ダ
ン
シ
ャ
ク
ラ
ウ
ン

ジ
が
あ
り
、
更
に
「
峠
下
温
浴

施
設
」
が
加
わ
れ
ば
地
域
振
興

の
み
な
ら
ず
町
の
観
光
の
目
玉

に
な
り
得
る
と
期
待
し
て
い
る
。

そ
こ
で
次
の
点
を
伺
い
た
い
。

①
許
認
可
等
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

②
七
飯
町
準
都
市
計
画
の
特
定

用
途
制
限
地
域
内
で
あ
る
が
問

題
な
い
か
。

③
町
は
、
２
億
円
近
い
経
費
で

道
路
を
改
修
す
る
様
だ
が
、
そ

の
事
業
名
と
理
由
、
そ
し
て
財

源
内
訳
は
い
く
ら
か
。

④
町
か
ら
の
補
助
金
は
あ
る
の

か
。

【
都
市
住
宅
課
長
】

①
・
②
令
和
２
年
４
月
28

日
に
開
発
行
為
の
許
可
、
６
月

18
日
付
け
で
、
建
築
承
認
申
請

を
承
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
準

都
市
計
画
区
域
の
特
定
用
途
制

限
地
域
内
の
流
通
工
業
地
区
エ

リ
ア
で
、
現
在
予
定
さ
れ
て
い

る
施
設
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
。

【
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

①
令
和
２
年
４
月
24
日
付

け
で
、
農
地
転
用
行
為
が
許
可

さ
れ
て
い
る
。

【
土
木
課
長
】　

③
峠
下
２
号
線
道
路
改
良

事
業
で
、
改
良
理
由
は
車
両
通

行
の
安
全
確
保
で
あ
る
。
財
源

は
、
国
の
交
付
金
１
億
１
千
760

万
円
、
町
の
起
債
７
千
56
万
円
、

一
般
財
源
が
784
万
円
と
な
る
。

【
民
生
部
長
】

④
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

補
助
金
が
対
象
と
な
る
が
、
事

業
者
が
施
設
内
容
を
再
検
討
し

て
お
り
、
そ
の
規
模
が
決
ま
っ

て
な
い
の
で
回
答
で
き
な
い
。

【
経
済
部
長
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
会
議
な
ど
が

開
け
ず
計
画
が
遅
れ
た
。
温
浴

施
設
内
部
を
再
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
、
当
初
よ
り
一
年
程
度

遅
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

立
地
適
正
化
計
画
を
ど
う
ま
ち
づ
く
り
に
織
り
込
む
の
か

市
街
化
区
域
以
外
の
区
域
の

　
　
　
　
　
　
　

活
性
化
計
画
等
の
創
設
を
求
め
て
い
く

田
　
村
　
敏
　
郎
　
議 

員
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一 般 質 問
　

10
月
28
日
㈬
に
函
館
市
内

の
小
学
校
で
提
供
さ
れ
た

学
校
給
食
の
米
飯
に
異
物
が
混

入
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
こ

の
時
は
七
飯
町
で
発
生
し
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
同
じ
製
造

業
者
に
よ
る
こ
と
な
の
で
、
10

月
30
日
、
11
月
２
日
の
当
町
の

学
校
給
食
の
米
飯
に
つ
い
て
は
、

違
う
製
造
業
者
で
提
供
し
た
と

い
う
が
、
学
校
給
食
に
つ
い
て

今
一
度
、
安
全
、
安
心
と
い
う

点
と
米
飯
の
提
供
に
関
す
る
考

え
を
伺
い
た
い
。

①
新
し
く
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
完
成
時
か
ら
現
時
点
ま
で
、

米
飯
の
異
物
混
入
の
件
数
と
原

因
、
対
策
の
時
系
列
に
つ
い
て

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
】

①
函
館
市
内
に
あ
る
公
益

財
団
法
人
北
海
道
学
校
給
食
会

の
指
定
工
場
で
委
託
に
よ
り
製

造
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
27
年

４
月
以
降
の
七
飯
町
内
へ
の
納

入
分
に
つ
い
て
。

●
平
成
27
年
度
は
２
件
で
毛
髪

（
原
因
不
明
）
と
テ
フ
ロ
ン
被

膜
片
（
米
飯
食
缶
内
側
の
テ
フ

ロ
ン
加
工
の
剥
が
れ
）

●
平
成
28
年
度
は
２
件
で
小
魚

の
一
部
（
原
因
不
明
）
と
木
片

（
製
造
工
場
の
木
製
ス
ロ
ー
プ

の
一
部
）

田
園
通
り
、
高
台
通
り
や

七
飯
高
校
前
の
七
飯
駅
前

通
り
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
街
路

樹
の
根
の
伸
長
肥
大
に
よ
っ
て

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
亀
裂
が
発
生

し
て
、
通
行
に
も
支
障
を
き
た

し
て
い
る
。
田
園
通
り
、
高
台

通
り
に
は
約
250
本
の
桜
が
植
栽

さ
れ
て
い
る
が
、
約
45
％
が
歩

道
に
亀
裂
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。

七
飯
駅
前
通
り
は
若
木
が
多
い

こ
と
か
ら
歩
道
の
亀
裂
は
13
本

程
度
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
桜

の
木
の
成
長
に
伴
い
、
歩
道
の

破
壊
が
一
層
進
む
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

●
平
成
29
年
度
は
１
件
で
米
飯

の
着
色
（
原
因
不
明
）

●
平
成
30
年
度
は
１
件
で
繊
維

片
（
工
場
内
に
あ
る
パ
ン
製
造

設
備
内
の
ベ
ル
ト
交
換
に
伴
い
、

廃
棄
さ
れ
た
ベ
ル
ト
の
一
部
が

混
入
）

●
令
和
元
年
度
は
１
件
で
毛
髪

（
原
因
不
明
）

●
令
和
２
年
度
は
現
時
点
で
は

０
件

　

対
策
に
つ
い
て
は
、
従
来
よ

り
Ｘ
線
探
知
機
が
設
置
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
混
入
事
故
発
生
の

都
度
、
目
視
確
認
や
洗
浄
、
清

掃
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
る
が
、

平
成
31
年
１
月
に
七
飯
町
外
の

学
校
に
納
入
さ
れ
た
米
飯
に
危

険
物
で
あ
る
金
属
片
が
混
入
し

た
こ
と
か
ら
工
場
に
お
い
て
は
、

平
成
31
年
２
月
に
新
た
に
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
と
金
属
探
知
機

の
導
入
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
危
険
物
が
混
入
し
た

時
に
は
、
工
場
内
の
機
械
設
備

の
点
検
、
分
解
、
洗
浄
の
ほ
か
、

函
館
市
保
健
所
に
よ
る
立
ち
入

り
検
査
を
行
い
、
試
験
炊
飯
を

実
施
し
、
安
全
性
が
確
認
さ
れ

た
後
に
稼
働
を
再
開
し
て
い
る

が
、
七
飯
町
も
立
ち
入
り
検
査

を
含
め
、
実
地
調
査
に
参
加
し

て
い
る
。

①
前
述
の
事
態
に
つ
い
て
町
は

認
識
し
て
い
た
の
か
。

②
町
は
、
歩
道
の
一
部
に
桜
の

木
を
植
栽
す
る
に
あ
た
っ
て
、

専
門
家
の
意
見
や
植
栽
例
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

③
桜
の
木
の
成
長
に
伴
っ
て
一

層
歩
道
の
破
壊
が
進
む
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
せ
っ
か
く
の
景

観
を
維
持
し
な
が
ら
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

【
土
木
課
長
】

田
園
通
り
に
関
し
て
は
、

平
成
９
年
度
か
ら
平
成
12
年
度

ま
で
の
４
年
間
は
七
飯
町
が
植

栽
し
、
高
台
通
り
に
関
し
て
は

平
成
15
年
度
に
北
海
道
が
施
工

し
て
い
る
。

　

田
園
通
り
に
関
し
て
は
211
本

が
あ
り
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
123

本
で
58
％
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

が
88
本
で
42
％
。
高
台
通
り
に

関
し
て
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

53
本
と
な
っ
て
い
る
。

①
週
に
１
回
は
町
内
全
体
の
町

道
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、

桜
の
消
毒
を
毎
年
し
て
い
る
の

で
状
況
は
把
握
し
て
い
る
。

②
当
時
の
書
類
が
残
っ
て
い
な

い
が
、
当
時
担
当
し
た
方
に
経

緯
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
樹
木
医

に
生
育
に
関
す
る
調
査
を
行
っ

②
米
飯
を
外
部
に
委
託
す

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て【学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
】

②
平
成
12
年
12
月
よ
り

継
続
し
て
米
飯
を
納
入
し
て
い

る
。
旧
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

は
炊
飯
設
備
が
な
く
、
新
た
に

建
て
替
え
を
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
場
所
や
規
模
な
ど
様
々
な

事
項
を
検
討
し
、
七
飯
町
立
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
を

作
成
し
て
い
る
。
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
炊
飯
機
能
に
つ
い
て

は
、
施
設
が
大
型
化
し
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に

繋
が
ら
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
委
託

に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

③
学
校
給
食
に
つ
い
て
定

期
的
に
保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
話
す
機
会
を
設
け
て
い
る
か
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
】

③
町
内
の
小
中
学
校
及
び

義
務
教
育
学
校
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
ほ
か
、
有
識
者
で
構
成
さ
れ

る
七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
を
設
置
し
、
年
２

回
の
会
議
を
実
施
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

「
選
挙
の
投
開
票
に
伴
う
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
」

た
が
、
植
樹
桝
に
桜
の
植
樹
を

行
う
こ
と
に
関
し
て
は
当
時
と

し
て
は
植
栽
例
も
少
な
く
、
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
意
見
を

伺
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
施
工
後
か
ら
現
在
ま

で
の
状
況
を
考
え
る
と
、
街
路

の
植
樹
桝
に
桜
を
植
裁
す
る
こ

と
は
不
適
当
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

③
樹
種
と
の
因
果
関
係
や
樹
木

の
発
育
や
根
の
発
育
状
況
を
経

過
観
察
中
で
あ
る
。
考
え
ら
れ

る
対
処
と
し
て
は
、
伐
採
、
剪

定
、
間
引
き
、
街
路
樹
の
樹
種

の
変
更
、
移
植
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。
本
路
線
に
つ
い
て
は
、

桜
の
植
栽
は
、
道
路
の
路
肩
の

空
き
地
な
ど
へ
移
植
し
、
植
樹

桝
の
植
栽
に
つ
い
て
は
樹
種
の

変
更
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
今
後
の
対
処
方
法
に

つ
い
て
は
、
道
路
の
機
能
を
確

保
す
る
こ
と
を
大
前
提
と
す
る

こ
と
が
大
事
で
、
景
観
の
確
保

を
ど
こ
ま
で
維
持
で
き
る
か
を

含
め
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

「
立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い

て
」
、
「
道
の
駅
な
な
い
ろ
・

な
な
え
の
費
用
対
効
果
に
つ
い

て
」

学
校
給
食
の
米
飯
の
安
全
性
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、

引
き
続
き
指
導
を
徹
底
し
て
い
く

川
　
村
　
主
　
税
　
議 

員

田
園
通
り
、
高
台
通
り
な
ど
桜
の
街
路
樹
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
裂
問
題
に
つ
い
て

道
路
の
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
観
の
確
保
も
含
め
検
討
し
た
い

上
　
野
　
武
　
彦
　
議 

員

田園通りの歩道には亀裂が発生している
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調
査
の
目
的

　

地
域
公
共
交
通
の
こ
れ
ま
で

の
経
過
や
現
在
の
取
組
状
況
、

今
後
の
予
定
等
を
把
握
す
る
た

め
、
調
査
を
行
っ
た
。

　

委
員
の
派
遣

　

事
務
調
査
の
た
め
、
委
員
の

派
遣
を
行
っ
た
。

派
遣
先
：
松
前
郡
福
島
町
、

　
　
　
　
　
　

上
磯
郡
知
内
町

　

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
法
改
正
に

よ
っ
て
市
町
村
は
、
地
域
公
共

交
通
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

さ
れ
た
。
当
該
計
画
の
作
成
及

び
実
施
に
向
け
て
、
法
定
協
議

会
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
第
４
回
定

例
会
に
法
定
協
議
会
へ
の
移
行

に
必
要
な
補
正
予
算
を
計
上
す

る
こ
と
と
な
り
、
本
年
度
中
に

は
法
定
協
議
会
を
開
催
す
る
予

定
な
ど
の
今
後
の
方
針
等
に
つ

い
て
も
示
し
て
い
た
。

　

既
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
福
島
町
及
び
知
内
町

に
お
い
て
は
、
本
格
運
行
の
開

始
ま
で
に
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
十
分
に
調
査
し
て
お
り
、
当

町
で
も
実
証
運
行
の
際
や
、
本

格
運
行
に
至
る
ま
で
に
は
、
き

め
細
か
な
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

昨
今
の
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
る
と
、
実
証
運
行
、
本

格
運
行
に
向
け
て
は
、
国
庫
補

助
金
な
ど
の
特
定
財
源
の
確
保

を
行
っ
た
上
で
実
施
す
る
こ
と

を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
委
員

会
の
中
で
は
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
も
示

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

法
定
協
議
会
の
設
置

後
は
、
本
格
運
行
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
明
確
に
し
、
速

や
か
に
議
論
を
重

ね
て
い
き
、
来
年
の

秋
又
は
冬
に
は
実
証

運
行
が
で
き
る
よ
う
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
進
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
望
み
、
委
員

会
報
告
と
す
る
。

総
務
財
政
常
任
委
員
会

調 査
事 項

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

❶ ❷傍聴人受付票
に記入 傍聴席へ

手続は
簡単！

新型コロナウイルス感染症対策として
検温や体調の確認を行っておりますの
で、ご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症対策として
傍聴席の席数を制限しています。
会議中はお静かに傍聴願います。

定例会・臨時会出席状況一覧表

本会議傍聴

ご案内
の

※判定　○＝出席、×＝欠席、△＝遅参・早退・中座、公＝公務、忌＝忌引

　　 議 員 名

開 会 日

横
田
　
有
一

神
﨑
　
和
枝

平
松
　
俊
一

池
田
　
誠
悦

田
村
　
敏
郎

稲
垣
　
明
美

畑
中
　
静
一

長
谷
川
生
人

上
野
　
武
彦

坂
本
　
　
繁

澤
出
　
明
宏

中
島
　
勝
也

川
村
　
主
税

中
川
　
友
規

若
山
　
雅
行

川
上
　
弘
一

青
山
　
金
助

木
下
　
　
敏

第４回臨時会 11月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４回定例会
12月８日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月９日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月10日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５回臨時会 12月22日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知内町で運行しているデマンドバス

各常任委員会活動報告（要旨掲載）
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調
査
の
目
的

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
畜
産

物
の
生
産
状
況
、
商
工
業
、
観

光
業
、
経
済
、
雇
用
の
実
態
や

今
後
の
見
通
し
を
把
握
す
る
た

め
、
調
査
を
行
っ
た
。

　

調
査
事
項
の
ま
と
め

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農

畜
産
物
の
生
産
状
況
、
商

工
、
観
光
の
経
済
・
雇
用

の
実
態
に
つ
い
て
、
９
月

末
現
在
の
状
況
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
野
菜
に
つ
い

て
は
全
体
的
に
価
格
が
高

値
で
推
移
し
て
お
り
、
花

卉
に
つ
い
て
は
春
先
に
一

部
の
農
業
者
が
影
響
を
受

け
た
も
の
の
、
外
国
か
ら

の
輸
入
が
な
い
こ
と
か
ら
、

価
格
が
高
値
で
推
移
す
る

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、

少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

よ
り
影
響
を
受
け
た
農
業
者
に

対
し
て
、
町
独
自
の
給
付
金
を

設
け
る
予
定
で
あ
る
。

　

雇
用
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

有
効
求
人
倍
率
が
下
落
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
出

て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
町
内
の
中
島
工
業

団
地
に
マ
ス
ク
工
場
が
稼
働
す

る
な
ど
明
る
い
兆
し
も
あ
る
。

　

ま
た
、
経
済
、
観
光
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
持
続
化
給
付
金

な
ど
の
国
や
道
の
施
策
に
加
え
、

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業
、
団
体

旅
行
支
援
事
業
を
は
じ
め
と
し

た
町
独
自
の
施
策
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
業
を
は
じ
め
と
し

て
、
今
後
も
継
続
し

た
対
策
が
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。

　

報
告
時
点
に
お
い

て
は
、
道
内
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
は
拡
大
傾

向
に
あ
り
、
今
後
も

情
勢
に
十
分
注
視
し
、

適
時
適
切
な
対
応
を

行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
申
し
添
え
、
委
員

会
報
告
と
す
る
。

経
済
産
業
常
任
委
員
会

調 査
事 項

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
畜
産
物
の

生
産
状
況
と
商
工
観
光
の
経
済・雇
用
の
実
態
と

そ
の
見
通
し
（
前
年
比
）
に
つ
い
て

報告書全文は
町ＨＰへ

令和３年 の開催予定
第１回定例会

第４回定例会

第２回定例会

第３回定例会

定例会
　議長あての文書や案内状は、日程の調整をする
必要がありますので、直接議会事務局にお送り下
さい。
　　　　　　◆送付先　七飯町本町６丁目１番１号
　　　　　　　　　　　　七飯町議会議長　あて
　　　　　　◆電　話　６５－５９４７（直通）

議会事務局からのお願い

第４回定例会の会議録は、４月下旬以降に議会
事務局で閲覧することができます。七飯町議会
のページからも閲覧することができます。

３

１２

６

９

２～

７～

７～

７～

火

火

月

火

新年度予算を
審議します

前年度決算を
審議します

上記の日程は、変更になる場合がありますので、
お手数ですがホームページでご確認いただくか、
議会事務局へお問い合わせください。

七飯町議会　会議録

令和２年第４回定例会において各常任委員会から報告のあった所管事務調査
の結果について、次のとおりお知らせします。

消費を喚起、下支えするため実施し、
好評を博したクーポン券発行事業
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特
別
委
員
会
報
告

　各会派において検討された意見　
・隔年実施とする。現行の予算額では、関東以南への研修は困難であ

ることから、上限を１８万円から２０万円とする。
・毎年実施し、道外２回で予算額は１５万円まで、道内２回で予算額

は１０万円までとする。
・現在の隔年実施で予算額１０万円でも更に工夫をすれば充実した内

容の研修が可能である。今考えるべきことは、現在の予算の範囲
内で更に有意義な視察を目指すことであり、交通費や滞在費など
を極力かけない視察先の検討を先行させることが肝要である。

・現行どおり隔年実施。全国的な範囲で先進地視察を考えていくこと
が必要であり、予算額は１５万円から２０万円程度に引き上げる
べきである。

・毎年実施し、予算額については１３万円を上限とする。令和３年度
から実施する。

・視察は必要な範囲で、時期的にも的確にタイムリーに行われるべき。
予算枠は現状を維持した中で、行き先や回数を決めるのではなく、
その都度各常任委員会で検討する。

・毎年実施する。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
委
員

会
で
協
議
を
し
た
結
果
、
当
特

別
委
員
会
に
お
い
て
正
副
議
長

の
２
年
交
代
に
つ
い
て
は
、
調

査
は
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
審

議
、
審
査
は
で
き
な
い
も
の
と

判
断
し
、
今
後
は
、
議
員
全
員

協
議
会
又
は
会
派
代
表
者
会
議

に
お
い
て
議
論
す
る
こ
と
と
決

定
し
た
。

令
和
２
年
８
月
20
日
に
第

８
回
目
の
委
員
会
を
開

催
し
、
議
員
研
修
視
察
の
見
直

し
に
つ
い
て
、
道
内
の
町
村
議

会
の
研
修
視
察
の
実
施
状
況
に

関
す
る
資
料
を
も
と
に
協
議
を

行
っ
た
。
資
料
を
も
と
に
改
め

て
各
会
派
に
お
い
て
、
常
任
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特

別
委
員
会
、
会
派
、
議
員
全
員

と
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
ご
と
の

視
察
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。

令
和
２
年
10
月
19
日
に
第

９
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
、
議
員
研
修
視
察
の
見
直
し

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
は

じ
め
に
、
議
員
研
修
視
察
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
各
会
派
か
ら

は
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特
別

委
員
会
に
つ
い
て
は
現
状
ど
お

り
の
意
見
が
多
数
で
あ
り
、
会

派
等
の
視
察
に
つ
い
て
は
難
し

い
と
の
意
見
が
多
数
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
会
に
関
す
る

意
見
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

調
査
は
可
能
で
あ
る
も
の
の
、

審
議
、
審
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
今
後
は
、
議
員

全
員
協
議
会
又
は
会
派
代
表
者

会
議
に
お
い
て
議
論
す
る
こ
と

と
決
定
し
、
現
在
、
会
派
代
表

者
会
議
で
議
論
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
委
員
会
活
動
は
、
本

会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

の
実
施
に
向
け
た
内
容
の
検
討

を
行
い
、
ま
た
、
議
会
だ
よ
り

の
簡
素
化
、
議
員
定
数
と
議
員

報
酬
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、

調
査
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
、

中
間
報
告
と
す
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
回
数
や
金

額
に
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
が
、

回
数
に
つ
い
て
は
、
現
状
ど
お

り
隔
年
で
の
実
施
と
決
定
し
た
。

し
か
し
、
予
算
額
に
つ
い
て
は

合
意
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
予
算
額

10
万
円
、
15
万
円
、
20
万
円
の

い
ず
れ
に
す
る
か
を
採
決
し
た

結
果
、
賛
成
多
数
で
20
万
円
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

令
和
２
年
11
月
９
日
に
第

10
回
目
の
委
員
会
を
開

催
し
、
副
町
長
に
出
席
を
求
め
、

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
議
員

研
修
視
察
の
見
直
し
に
関
し
て

情
報
提
供
を
行
っ
た
。

　

副
町
長
か
ら
は
、
１
人
当
た

り
10
万
円
の
予
算
で
、
隔
年
で

の
実
施
と
な
っ
て
か
ら
15
年
が

経
過
し
、
そ
の
間
の
人
件
費
、

宿
泊
費
、
交
通
費
な
ど
の
上
昇

を
踏
ま
え
る
と
、
現
状
の
予
算

額
で
は
、
議
員
研
修
の
所
期
の

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
も
の

の
、
来
年
度
の
税
収
減
や
地
方

交
付
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
、
一
度
に
10
万
円
か
ら
20
万

円
に
増
額
す
る
の
で
は
な
く
、

段
階
的
に
増
額
し
て
は
ど
う
か

と
の
提
案
も
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
委
員
会
の
総
意
と

し
て
上
限
を
20
万
円
と
す
る
こ

と
を
改
め
て
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
第
４
回
定

例
会
に
お
い
て
中
間
報
告
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
、
報
告
書
へ

記
載
す
る
事
項
の
確
認
を
行
っ

た
。

令
和
２
年
11
月
24
日
に
第

11
回
目
の
委
員
会
を
開

催
し
、
令
和
２
年
第
４
回
定
例

会
で
報
告
す
る
中
間
報
告
書
の

確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
今
後

の
協
議
事
項
に
つ
い
て
の
確
認

を
行
い
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て
は
、
実

施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

以
上
が
こ
れ
ま
で
の
調
査
活

動
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
議
員
研
修
視
察

に
つ
い
て
は
、
実
施
回
数
は
現

状
の
ま
ま
隔
年
で
の
実
施
と
な

る
が
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
予

算
額
に
つ
い
て
は
上
限
を
20
万

円
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

次
に
、
正
副
議
長
の
２
年
交

代
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
重
ね

て
き
た
が
、
特
別
委
員
会
で
の

ま
と
め

２

⑻⑼

⑽

⑾

各委員会（常任委員会、特別委員会）の活動状
況は、七飯町議会のページに掲載しています。

七飯町議会　委員会活動

特別委員会報告（議会活性化特別委員会中間報告）
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令
和
元
年
９
月
25
日
に
第

１
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
、
委
員
長
に
中
島
勝
也
委
員
、

副
委
員
長
に
上
野
武
彦
委
員
を

そ
れ
ぞ
れ
互
選
し
た
。

令
和
元
年
11
月
13
日
に
第

２
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
、
前
期
か
ら
の
申
し
送
り
事

項
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。

今
後
の
議
会
活
性
化
に
関
す
る

検
討
事
項
に
つ
い
て
は
、
各
会

派
で
検
討
し
、
次
回
の
委
員
会

に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
と
し

た
。

令
和
元
年
12
月
16
日
に
第

３
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
、
今
期
の
協
議
事
項
に
つ
い

て
各
会
派
か
ら
の
意
見
を
集
約

し
た
。

　

各
会
派
の
意
見
を
集
約
し
た

結
果
、
今
期
の
協
議
事
項
と
し

て
は
、
①
議
員
研
修
視
察
の
見

直
し
、
②
正
副
議
長
の
２
年
交

代
、
③
議
会
だ
よ
り
の
簡
素
化
、

④
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
、
⑤
議
員
定
数
と
議
員
報

酬
、
の
５
点
を
協
議
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

令
和
２
年
１
月
15
日
に

第
４
回
目
の
委
員
会
を

開
催
し
、
は
じ
め
に
、
前
回

の
委
員
会
に
お
い
て
決
定
し
た

協
議
事
項
に
関
し
て
優
先
的
に

取
り
組
む
事
項
の
協
議
を
行
っ

た
。

　

特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
は

じ
め
に
、
議
員
研
修
視
察
の
見

直
し
、
正
副
議
長
の
２
年
交
代

に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

そ
の
後
、
議
会
だ
よ
り
の
簡
素

化
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
、
議
員
定
数
と
議
員
報

酬
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
議
員
研
修
が

隔
年
と
な
っ
た
経
緯
、
全
道
の

町
村
の
議
員
研
修
の
実
施
状

況
・
予
算
額
等
、
全
国
の
市
町

村
で
の
正
副
議
長
の
任
期
の
状

況
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に

要
す
る
費
用
、
議
会
だ
よ
り
の

決
算
額
に
関
す
る
資
料
の
要
求

が
あ
っ
た
。

令
和
２
年
２
月
３
日
に
第

５
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
、
議
員
研
修
視
察
に
つ
い
て

は
、
研
修
視
察
の
推
移
、
旅
費

積
算
の
推
移
等
の
資
料
を
も
と

に
協
議
を
行
っ
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
研
修
視
察
を

毎
年
実
施
す
る
と
い
う
意
見
と

隔
年
で
実
施
す
る
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
た
め
、
道
内
の
町
村

議
会
の
研
修
視
察
の
実
施
状
況

の
資
料
が
揃
い
次
第
、
改
め
て

議
論
を
す
る
こ
と
と
決
定
し

た
。

　

正
副
議
長
の
２
年
交
代
に
つ

い
て
は
、
全
国
の
市
町
村
で
の

正
副
議
長
の
任
期
の
状
況
に
関

す
る
資
料
を
提
出
し
た
が
、
資

料
の
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
各
会
派
で

内
容
を
精
査
し
て
、
次
回
の
委

員
会
ま
で
に
意
見
を
ま
と
め
る

こ
と
と
し
た
。

令
和
２
年
４
月
９
日
に

第
６
回
目
の
委
員
会
を

開
催
し
、
正
副
議
長
の
２
年

交
代
に
つ
い
て
、
前
回
提
出
さ

れ
た
資
料
を
も
と
に
検
討
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
。
各
会
派
に
お
い
て
検
討
さ

れ
た
意
見
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

以
上
の
意
見
を
踏
ま
え
、
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
合
意
点

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
次
回
ま
で
に
再
度
、

各
会
派
に
お
い
て
検
討
を
重
ね

る
こ
と
と
し
た
。
委
員
か
ら
は
、

正
副
議
長
が
２
年
で
交
代
し
て

い
る
自
治
体
の
運
用
方
法
、
申

し
合
わ
せ
事
項
等
に
関
す
る
資

料
の
要
求
が
あ
っ
た
。

令
和
２
年
５
月
22
日
に
第

７
回
目
の
委
員
会
を
開
催

し
、
正
副
議
長
の
２
年
交
代
に

つ
い
て
、
委
員
会
に
お
け
る
協

議
事
項
に
関
す
る
北
海
道
町
村

議
会
議
長
会
の
見
解
、
正
副
議

長
が
２
年
で
交
代
し
て
い
る
自

治
体
の
運
用
方
法
、
申
し
合
わ

せ
事
項
等
の
資
料
を
も
と
に
協

議
を
行
っ
た
。

　

委
員
会
に
お
け
る
協
議
事
項

の
正
副
議
長
の
任
期
は
、
地
方

自
治
法
第
103
条
第
２
項
に
よ
り

「
議
長
及
び
副
議
長
の
任
期
は
、

議
員
の
任
期
に
よ
る
。
」
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
反
す

る
条
例
・
規
則
の
制
定
は
法
律

に
反
す
る
条
例
・
規
則
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
内

容
の
審
議
、
審
査
を
本
会
議
、

委
員
会
で
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
、
と
の
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　各会派において検討された意見　
・首長が４年任期であるのに対し、議長が１年あるいは２年で交代

するということはあまり好ましいものではない。地方自治法の
規定のとおり４年で良い。

・多くの議員に議長を経験する機会、能力があれば公平にチャンス
を与えるということができ、議員活動、議会運営に十分生かす
ことができる。２年又は１年で行っている議会もあり、４年に
固執する必要がない。

・地方自治法で議長の任期は議員の任期によるとなっている。議長
職は、経験をさせる場ではなく、議員の中で適格だという方が
なるべき職である。

・法律で２年制について明確に禁じられてなく、他市町村での実施
例もある。２年ごとの選挙で緊張感のある議会運営が期待でき
る。選挙方法、立候補制、所信表明等の検討も十分意義があり、
検討をしていきたい。

・地方自治法上は、４年任期が基本になっている。議事運営に習
熟していることが求められている。執行部との関係においても、
対等な関係が求められるため、２年では難しい。

・議事運営上で対応できる権限と識見、議事運営の習熟、短期交代
は議長職の形骸化、正常な議会運営の確保ができない、代表性
と指導性を弱める、対執行機関での地位の低下、権威の失墜の
点が４年のメリットと考えたが、これらについては、２年だか
らできないということはない。

・２年やって、その成果が公平・公正に行われているか、そういう評
価を下す場が必要。２年間の活動の評価をし、信任されるのであ
れば４年務めてもらう。問題があれば２年で代える仕組みが必要。

・２年の公約を出してもらって、その公約がどのくらい実施されて
いるか、議長職としてどのような評価をされるかという２年ご
との評価をするべき。

調
査
の
経
過
及
び
内
容

１⑴⑵⑶⑷

⑸

⑹

⑺

意
見
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

令和元年９月２５日第３回定例会において設置された当特別
委員会が、これまで調査した結果を下記のとおり報告する。

報告書全文は町ＨＰへ


